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Ⅰ は じ め に
インテリア・アパレルＣＡＤに関する基礎研究（１）において，北翔大学におけるインテリア・
アパレルＣＡＤの現状について考察を行い，インテリアのＣＡＤ教育で使用している汎用ＣＡ
Ｄには，低価格で購入できるアカデミック価格やネットワークライセンス，フリーソフトの利
用により，複数の学生への授業環境（表１）は充実している事が明らかになった。アパレルＣ
ＡＤを複数の学生に授業できる環境をそろえるには，インテリアＣＡＤに比べ導入コストが高
く，本稿では，基礎研究（その２）として複数の学生へのアパレルＣＡＤの基礎教育及びイン
テリアＣＡＤを活用したアパレルＣＡＤの可能性について考察を試みた。
Ⅱ アパレルＣＡＤの現状とインテリアＣＡＤでの試みについて
現在北翔大学短期大学部の授業で同時に使用できるアパレル用のＣＡＤは東レのクレアコン
ポが１７台（写真１）となっている。
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アパレルＣＡＤの主な機能としては，パターン
メイキング（型紙作成・パターン作成）・グレー
ディング（パターンを拡大・縮小）・マーキング
等の機能があり，今回はアパレル専用ＣＡＤで作
成した，基本パターンと同じ製図を，北翔大学芸
術メディア学科でインテリアＣＡＤとして使用し
ているＣＡＤを使用し製図することにより，イン
テリアＣＡＤを使ったアパレルＣＡＤとしての利
用が可能であるかについて試み，以下にその詳細について述べる。
Ⅲ アパレルＣＡＤとインテリアＣＡＤによる製図の比較について
アパレルＣＡＤ（図面１）とインテ
リアＣＡＤ（図面２）の製図を比較す
ると，製図に使用され線の数は異なっ
ており，アパレルＣＡＤは数十本から
数千本，インテリアＣＡＤでは数千本
から数万本と使用する線数が多く，Ｃ
ＡＤソフトにより使用できる線の数な
どの制限も問題なく使用できる。しか
し，使用する線の種類を見てみると，
アパレルＣＡＤでは直線の他に自由曲
線を使用しており，インテリアＣＡＤ
では基本的に直線が多く使われ，正円
や楕円や円弧などは使用されるが，自
由曲線はほとんど使用されておらず，
授業においても十分な操作方法を指導
していないのが現状である。そのため，
アパレルＣＡＤとして使用する場合に
は，自由曲線の操作法をはじめ，専用
のマニュアルを製作する必要がある。
写真１ アパレルＣＡＤ室
図面１ アパレルＣＡＤの製図
図面２ インテリアＣＡＤの製図
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Ⅳ インテリアＣＡＤを使ったパターン製図について
アパレルＣＡＤ（図面３）で作図した製図
を，インテリアＣＡＤとして使用している汎
用ＣＡＤの JW_CAD，AutoCAD，Vector-
Works，専 用ＣＡＤのARCHITRENDを 使
用し製図を試みた。
① JW_CADによる作図（図面４）
・直線：水平・垂直を正確な長さで作図・修
正が可能。
・斜線：正確な角度で作図が可能。
・自由曲線：サイン曲線・２次曲線・スプラ
イン曲線・ベジェ曲線があるが，一度描い
た曲線を修正できなかった。
②AutoCADによる作図（図面５）
・直線：水平・垂直を正確な長さで作図・修
正が可能。
・斜線：正確な角度で作図が可能。
・自由曲線：サイン曲線・２次曲線・スプラ
イン曲線・ベジェ曲線があり，一度描いた
自由曲線をポイント位置の移動により修正
する事ができたが，微調整が難しい。
③VectorWorks による作図（図面６）
・直線：水平・垂直を正確な長さで作図・修
正が可能。
・斜線：正確な角度で作図が可能。さらに，
作図直後も長さの数値を修正することで長
さを変える事が可能。
・自由曲線：サイン曲線・２次曲線・スプラ
イン曲線・ベジェ曲線があり，一度描いた
自由曲線をポイントの移動やハンドルの向
きにより修正が容易であった。
④ARCHITRENDによる作図（図面７）
・直線：水平・垂直を正確な長さで・修正が
可能。
図面３ クレアコンポ
図面４ JW-CAD
図面５ Auto.CAD
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・斜線：正確な角度で作図可能。
・自由曲線：疑似スプライン曲線しかないた
め，正確な入力が難しいうえに，一度描い
た自由曲線を修正する機能がなく修正が困
難である。
以上，アパレル専用ＣＡＤで作成した基本
パターンと同じ製図を，インテリアＣＡＤと
して使用しているＣＡＤを使用し製図を試み，
すべてのＣＡＤで作図することができた。
全てのＣＡＤで直線の入力に関しては，正
確な入力や修正が可能であったが，曲線につ
いては描くことができても，修正の困難なＣ
ＡＤもあった。さらに，インテリアで使用し
ているＣＡＤには機能が多く，十分な操作方
法を訓練しなければ使いこなす事が困難であ
り，直線の作図が中心になるインテリアでは
自由曲線の操作法をほとんど指導しておらず，
自由曲線の修正が難しいなど，アパレルＣＡ
Ｄとして利用するには使いにくいなどの問題
も見られた。
Ⅴ お わ り に
本稿ではインテリア・アパレルＣＡＤに関する基礎研究として，インテリアＣＡＤとして
使用しているＣＡＤにより，アパレルパターン製図を試み，すべてのＣＡＤで基本パターンを
作図することができた。これらのことにより，アパレルＣＡＤの基礎教育で，インテリアＣＡ
Ｄを利用できる可能性が明らかとなった。導入コストが高く，複数の学生に授業できる環境を
整える事が難しいアパレルＣＡＤの基礎教育として，インテリアＣＡＤ活用の可能性も今後考
えられる。しかしながら，インテリアＣＡＤの種類によっては，自由曲線での作図や修正に困
難が見られる例や，インテリアＣＡＤが多機能であることから，十分な操作方法の習熟が必要
である事があげられ，アパレルＣＡＤとしての活用を鑑みるに，色々なマスターパターンの登
録やアパレルＣＡＤ機能を強化したプラグインの開発などと共に，今後の課題といえる。
加えてインテリアＣＡＤにあるような，低価格で購入できるアカデミック価格やネットワー
クライセンス等の対応は重要であり，さらなる機能性の充実と，汎用ＣＡＤ用のプラグＩＮソ
フトやフリーソフト開発等も併せて今後の課題と言えよう。本稿で明らかとなった可能性と課
図面６ Vector Works.
図面７ ARCHITREND
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題を元に，自由曲線の作図や修正が容易であるグラフィックデザインソフト（Illustrator）を活
用したアパレルＣＡＤの可能性について（その３）で考察を行う。
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